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(57)【要約】
【課題】固体発光素子と反射部材とを組み合わせた照明
器具において、光利用効率及び器具直下の照度を高め、
輝度むらの低減を図る。
【解決手段】照明器具１は、互いに対向して配置された
複数の光源２と、光源２から出射された光を反射する反
射部材３と、該光を拡散配光する拡散光学部材４と、上
記部材の各々を収容する筐体５と、を備える。反射部材
３は、その頂部３１が対向する複数の光源２の中間位置
に配置され、頂部３１から光源２の各々に対して所定の
傾斜を持つ傾斜面を有する。拡散光学部材４は、頂部３
１の光照射方向側に設けられている。対向する各光源２
から出射されて他方側の光源２方向に向かう光を器具中
央部において拡散光学部材４により拡散して器具直下方
向に出射させることができるので、光利用効率及び器具
直下の照度が高くなり、照射光の輝度むらが低減される
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに対向して配置された複数の光源と、光源から出射された光を反射する反射部材と
、光を拡散配光する拡散光学部材と、光源、反射部材及び拡散光学部材を収容する筐体と
、を備えた照明器具において、
　前記反射部材は、対向する前記複数の光源の中間位置に頂部が配置され該頂部から該光
源に対して所定の傾斜を持つ傾斜面を有し、
　前記拡散光学部材は、前記反射部材の頂部位置の光照射方向側に設けられていることを
特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記光源は、前記筐体の端部に配置されていることを特徴とする請求項１に記載の照明
器具。
【請求項３】
　前記拡散光学部材は、前記光源の光軸と直交する方向に沿って設けられていることを特
徴とする請求項１又は請求項２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記筐体は、光照射面側から見て多角形状とされ、前記拡散光学部材が、前記光源が設
けられていない該筐体の辺に設けられていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記
載の照明器具。
【請求項５】
　前記筐体及び拡散光学部材は、光照射面側から見て円形状とされることを特徴とする請
求項１又は請求項２に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＬＥＤ（Light emitting diode）等の固体発光素子と反射部材とを組み合わ
せた照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から低電力で高輝度の発光が可能なＬＥＤと反射部材とを組み合わせた照射器具が
知られている（例えば、特許文献１及び２参照）。このような照明器具は、図５に示され
るように、互いに対向した複数のＬＥＤ１０と、これらＬＥＤ１０の中間位置に頂部が配
置され該頂部から各ＬＥＤ１０に対して所定の傾斜を有する反射部材２０と、光照射面に
配置された光拡散板３０と、を備える。ＬＥＤ１０から出射された光の多く（光路を二点
鎖線矢印で示す）は、反射部材２０により反射されて光照射面に向かい、光拡散板３０に
より拡散されてから照明器具の外部へ照射される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２１８１１４号公報
【特許文献２】特開２０１０－４０２９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上述したような照明器具では、ＬＥＤ１０から出射された光の一部（光
路を点線矢印で示す）は、反射部材２０と光拡散板３０との間を通過し、対向するＬＥＤ
１０方向に向かう。このような光は照明器具から出射されないので、照明器具の光利用効
率が低下する。また、照明器具の中央領域において反射部材２０により反射される光が少
ないので、器具直下の照度が低下して輝度むらが発生し易い。
【０００５】
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　本発明は、上記課題を解決するものであって、固体発光素子と反射部材とを組み合わせ
た照明器具において、光利用効率及び器具直下の照度を高め、しかも輝度むらを低減する
ことができる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の照明器具は、互いに対向して配置された複数の光源と、光源から出射された光
を反射する反射部材と、光を拡散配光する拡散光学部材と、光源、反射部材及び拡散光学
部材を収容する筐体と、を備えた照明器具であって、前記反射部材は、対向する前記複数
の光源の中間位置に頂部が配置され該頂部から該光源に対して所定の傾斜を持つ傾斜面を
有し、前記拡散光学部材は、前記反射部材の頂部位置の光照射方向側に設けられているこ
とを特徴とする。
【０００７】
　前記光源は、前記筐体の端部に配置されていることが好ましい。
【０００８】
　前記拡散光学部材は、前記光源の光軸と直交する方向に沿って設けられていることが好
ましい。
【０００９】
　前記筐体は、光照射面側から見て多角形状とされ、前記拡散光学部材が、前記光源が設
けられていない該筐体の辺に設けられていることが好ましい。
【００１０】
　前記筐体及び拡散光学部材は、光照射面側から見て円形状とされることが好ましい。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、対向する各光源から出射されて他方側の光源方向に向かう光を器具中
央部において拡散光学部材により拡散して器具直下方向に出射させることができるので、
光利用効率及び器具直下の照度が高くなり、照射光の輝度むらが低減される。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】（ａ）は本発明の実施形態に係る照明器具の断面図、（ｂ）は同照明器具を光照
射面側から見た図。
【図２】（ａ）乃至（ｃ）は上記照明器具を構成する拡散光学部材の変形例を示す図。
【図３】（ａ）は上記実施形態の第１の変形例に係る照明器具を光照射面側から見た図、
（ｂ）は同照明器具を（ａ）のＩ方向から見た図。
【図４】（ａ）は上記実施形態の第２の変形例に係る照明器具を光照射面側から見た図、
（ｂ）は（ａ）のＩＩ－ＩＩ線断面図。
【図５】従来の照明器具の断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　本発明の実施形態に係る照明器具について、図１、図２を参照して説明する。図１（ａ
）（ｂ）に示されるように、照明器具１は、互いに対向した複数の光源２と、光源２から
の光を反射する反射部材３と、該光を拡散配光する拡散光学部材４と、上記部材の各々を
収容する筐体５と、該光を拡散する光拡散板６と、を備える。本実施形態においては、筐
体５は光照射面側から見て四角形状とされ、光源２は筐体５の互いに対向する二辺に相当
する端部にそれぞれ配置されている。反射部材３は、その頂部３１が対向する光源２の中
間位置に配置され、頂部３１から光源２に対して所定の傾斜を持つ傾斜面を有する。拡散
光学部材４は、長尺な円柱形状とされ、反射部材３の頂部３１の光照射方向側に光源２の
光軸と直交する方向に沿って設けられている。光拡散板６は、筐体５の光照射面に取り付
けられている。
【００１４】
　光源２の各々は、等間隔に縦列して配置された複数のＬＥＤ２１と、これらＬＥＤ２１
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を実装する配線基板２２と、を有する。ＬＥＤ２１は、例えば、白色光を発する白色ＬＥ
Ｄより構成される。配線基板２２は、高い熱伝導率を有する材料、例えば、アルミニウム
等の金属、ガラスエポキシ等の樹脂、又はセラミック等の無機材料を母材として構成され
る。配線基板２２は、ＬＥＤ２１への給電を担う配線パターンを有する。この配線パター
ンは、配電線を介してスイッチやマイコン等を備えた調光装置に接続されており、商用電
源からＬＥＤ２１への電力供給を調節することによりＬＥＤ２１をオン／オフ制御及び調
光制御する。なお、配線基板２２上に実装されるＬＥＤ２１の数及び配線基板２２上にお
けるＬＥＤ２１の配置は、図例のものに限定されない。
【００１５】
　反射部材３は、高い可視光反射率を有する材料より構成される。なお、反射部材３の形
状及び配置は、本実施形態のものに限定されない。
【００１６】
　拡散光学部材４は、例えば、粒子状物質や気泡が分散された透光性材料や、表面にフロ
スト加工等によって凹凸が形成された透光性材料より成る。粒子状物質は、例えば、二酸
化ケイ素やセラミックから構成され、透光性材料は、例えば、透明ガラスや透明アクリル
樹脂から構成される。拡散光学部材４は、５０％以下の直線透過率を有することが好まし
い。なお、拡散光学部材４は、円柱形状に限定されず、例えば、図２（ａ）乃至（ｃ）に
示されるように、三角柱形状、四角柱形状又は六角柱形状とされてもよい。拡散光学部材
４が三角柱形状とされる場合、拡散光学部材４は、例えば、その頂部が反射部材３の頂部
３１に接合された状態で配設される。また、拡散光学部材４が四角柱形状又は六角柱形状
とされる場合、拡散光学部材４は、例えば、その長手方向側面が頂部３１に接合された状
態で配設される。
【００１７】
　筐体５は、高い剛性と高い熱伝導率を有する材料、例えば、アルミニウム等の金属やガ
ラスエポキシ等の樹脂より構成される。筐体５は、光照射面とは反対側の面に照明器具１
を天井や壁等に取り付けるための保持構造を有する。
【００１８】
　光拡散板６は、上述の拡散光学部材４と同様の材料より構成される。光拡散板６を比較
的硬度の高い材料より構成した場合には、光拡散板６は、照明器具１を衝撃等から保護す
る外殻部材としても機能する。
【００１９】
　上記のように構成された照明器具１の作用及び効果を、上述の図１を参照して説明する
。照明器具１は、対向する各光源２から出射されて他方側の光源２方向に向かう光（光路
を点線矢印で示す）を、器具中央部において拡散光学部材４により種々の方向に拡散して
器具直下方向に出射させる。このとき、拡散光学部材４により拡散された光の一部は、照
明器具１の内部方向に戻り得るが、このような戻り光は、反射部材３により反射されて再
び照明器具１の外部方向に向かう。これにより、光利用効率及び器具直下の照度が高まり
、しかも照射光の輝度むらが低減される。
【００２０】
　次に、本実施形態の第１の変形例に係る照明器具を、図３（ａ）（ｂ）を参照して説明
する。以下では上述の照明器具１と相異する点を説明する。照明器具１１は、光源２が設
けられていない筐体５の辺に亘って配設され反射部材３の頂部３１位置を含む拡散光学部
材４を備える。これにより、光源２から照明器具１１の端部方向に出射された光（図３（
ｂ）において光路を点線矢印で示す）を、拡散光学部材４により拡散して照明器具１１か
ら出射させることができる。従って、光源２が設けられていない端部における照度が高ま
り、輝度むらが低減される。なお、照明器具１１は、上記実施形態で示した器具中央部に
設けられた拡散光学部材４を同時に備えた構成とされてもよい。
【００２１】
　次に、本実施形態の第２の変形例に係る照明器具を、図４（ａ）（ｂ）を参照して説明
する。照明器具１２は、光照射面側から見て円形状の筐体５の内周に設けられた複数の光
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源２と、筐体５の中心位置に設けられた拡散光学部材４と、を備える。拡散光学部材４は
、円柱形状とされ、その周面が各々の光源２と対面した状態で配設される。本変形例の照
明器具１２によれば、拡散光学部材４が光照射面側から見て円形状とされているので、照
明器具１と比較して、光源２からの光を指向性少なく拡散して照射することができる。な
お、光源２の配置は図例のものに限定されず、例えば、配線基板２２を屈曲性を有するフ
レキシブルプリント基板（ＦＰＣ）より構成して各々の光源２を筐体５の内周に沿って配
置してもよい。
【００２２】
　また、本実施形態及びいずれの変形例においても、配線基板２２及び筐体５が熱伝導率
の高い材料より構成されているので、ＬＥＤ２１の発光に伴って生じた熱を効率良く外界
へ放熱してＬＥＤ２１の寿命を延ばすことができる。
【００２３】
　なお、本発明に係る照明器具は、上記実施形態に限定されず、種々の変形が可能である
。例えば、光源は、白色ＬＥＤに限定されず、他色のＬＥＤから構成されてもよいし、有
機ＥＬ等の光源から構成されてもよい。また、光源は、必ずしも筐体の端部に配置される
必要はなく、筐体の内方に配置されてもよい。更に、筐体は、四角柱形状や円柱形状に限
定されず、例えば、六角柱形状や楕円柱形状とされてもよい。
【符号の説明】
【００２４】
１、１１、１２　照明器具
２　光源
３　反射部材
３１　反射部材の頂部
４　拡散光学部材
５　筐体
【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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